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概要
　エレクトロニクス応用技術系の研修は江

藤技官担当の「電子回路・機械工作から学

ぶロボット工作」と著者担当の「Windows

2000Server　IIS5．0を使ったWebサー一バ

の構築法と動的ホームページの作り方」の

2テーマを行っている。ここでは後者につ

いてテーマ選択の動機・研修方法および研

修内容にっいて報告する。なお、表題下に

50音順の受講者名を記載した。　　，

1　研修の動機

　平成13年4月から電気システムコースの

Webサー一バを管理している。このWebサー一

バは限られた予算の範囲で立ち上げたので、

コンピュータの組立からOSの選定、ホー

ムページ作り、セキュリティの構築までの

全てを行った。それまでは単にネットワー

クのユーザでしかなかった著者が、今回の

経験でかなりのスキルアップをしたと感じ

ている。そこでこの経験をエレクトロニク

ス応用技術系技官の研修で取上げ、本系技

官のスキルアップに繋げようと考えた。

★エレクトロニクス応用技術系以下注なきは同様

†装置開発技術系

‡情報・分析技術系

　発想の段階ではハ・…一・ドとソフトの両

面の研修を考えたが、研修場所の確保や

研修方法、研修期間を考えるとソフト面

の研修に重点を置かざるを得なかった。

研修テーマは新規性も考慮して現在普

及し始めた動的サーバを作るための

ASPをテーマに選んだ。

　ASPを理解するためには2点難i解な

問題がある。その一つはASPを動作さ

せるためには複数の言語と2、3のアプ

リケーションを理解する必要があり、他

方はWindowsサーバのセキュリティを

理解する必要があるからである。特にセ

キュリティの問題に関して、この時期

WindowsシステムのIISはウイルスや

ワームの標的にされていた。

　なお、ASPとはActive　Server　Pages

の略でクライアントの操作に応じて表

示を変化できるホームページのことを

いい、ホームページ上でのアンケート調

査や文献検索等に使用されている。CGI

に比べ反応が早く、Webサーバ内部に

プロセス空間が生成されるので、メモリ

の消費量が最小ですむ。CGIでは独自に

プロセス空間が生成されるのでメモリ

の消費量が多くなる。
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2　研修の方法

　研修はテキストを使って学習し、ネッ

トワークパソコンによって動作確認し

た。作られたテキストはA4サイズの10

ページからなり、図面11枚、プログラ

ム2例を含んでいる。その具体的な内容

は研修内容の章で述べる。学習会はほぼ

一ヶ月に2回開かれるエレクトロニク

ス応用系技官会の後の30分間を使って、

7月から9月の3ヶ月の間行った。さら

に、実際の動作は同技官会をパソコン室

で行い、技官会終了後パソコン室にある

学生実習用ネットワークパソコンを使

用して行った。

3　研修の内容

　実際に行った研修の主な内容は・ASP

の意味と内容・VBScript言語につい

て・データベースの構築と検索プログラ

ム・実際のプログラムの動作・セキュリ

ティの5点である。研修用に作られたテ

キストの具体的内容は、

1．Active　Server　Pages（ASP）とは何か

2．動的ページの定義

3．ASP関連本の紹介と関係知識

4．ASPはインターフェ・・一…一ス

5．ASPは開発言語ではない

6．ASPはHTMLとどこが違うか（ASP

　の特徴）

7．ASPを使用するメリットと環境

8．ASPで利用できる言語とASPの動作

9．プログラム例1一フォームページ

10．プログラム例2一応答ぺv・・・…ジ

11．ネットワークセキュリティについて

である。テキスト内容が全体として解説

的になってしまったことは反省してい

るが、テキストを作り研修後も独習がで

き易くしたことは良かったと考えてい

る。

4　あとがき

　技術発表会ではASPについて詳しく

報告している。したがって本報告では研

修の動機や方法、研修内容について記し

た。技官の研修は技官の技術レベルを向

上させる内容でなければ意味が無い。そ

れには新規性のあるもの、あるいは技術

レベルが高い内容のものがふさわしい

と考え、近年普及し始めたASPを取り

上げた。この研修が技術部の技術レベル

向上に寄与すれば幸いである。
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